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豪
技
な
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
長
岡

　
長
岡
市
は
明
治
中
期
の
油
田

開
発
を
契
機
と
し
て
発
展
し
、

現
在
で
は
、
高
度
な
技
術
力
を

持
つ
機
械
加
工
企
業
に
よ
る
多

品
種
少
量
の
部
品
製
作
や
開
発

型
企
業
に
よ
る
大
型
装
置
の
製

造
な
ど
、
幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
新
潟
県
随
一
の

「
も
の
づ
く
り
産
業
集
積
都

市
」
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
岡
市
は
３
大
学
１

高
専
の
ほ
か
、
各
種
産
業
支
援

機
関
が
立
地
し
て
お
り
、
産
学

官
連
携
を
協
力
に
推
進
す
る
体

制
が
整
備
さ
れ
、
企
業
の
モ
ノ

づ
く
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

　
長
岡
市
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

は
、
先
達
が
築
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
高
度
な
モ
ノ
づ
く
り
技
術

の
伝
承
と
、
常
日
頃
の
弛
ま
ぬ

努
力
で
技
術
力
の
向
上
や
新
製

品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
モ
ノ
づ
く
り
の

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
果
敢
に

挑
戦
し
続
け
る
「
豪
技

凄

い
・
物
凄
い

な
も
の
づ
く
り

の
ま
ち

長
岡
」
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

新
制
度
で
地
域
経
済
振
興

メッセージ

森　民夫長岡市長

　
長
岡
市
は
、
鉄
工
・
鋳
物
等

の
高
度
な
基
盤
技
術
を
持
つ
企

業
を
は
じ
め
、
電
子
部
品
、
食

料
品
、
繊
維
な
ど
幅
広
い
分
野

の
モ
ノ
づ
く
り
業
種
が
集
積
す

る
全
国
有
数
の
工
業
都
市
で

す
。
技
術
・
デ
ザ
イ
ン
・
経
営

の
３
大
学
１
高
専
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
で

す
。

　
長
岡
市
は
今
年
度
、
製
品
開

発
か
ら
設
備
投
資
、
販
売
戦
略

ま
で
を
総
合
的
に
支
援
す
る

「
も
の
づ
く
り
未
来
支
援
補
助

金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の

創
出
と
雇
用
の
増
加
を
見
込
め

る
起
業
家
を
応
援
す
る
た
め
、

全
国
で
最
高
額
と
な
る
１
千
万

円
を
補
助
す
る
制
度
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
昨
年
開
校
し
た

「
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
」
は
、
企

業
の
競
争
力
強
化
に
成
果
を
上

げ
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地

域
経
済
の
振
興
は
最
重
要
課

題
。
産
・
学
・
金
・
官
の
英
知

を
結
集
し
て
、
こ
の
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
２
０
０
４
年

月
の
中
越
地
震
は
新
潟
県
長
岡
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
復
興
か
ら

年
と
い
う

節
目
の
年
に
同
市
は
産
業
振
興
政
策
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
人
口
が
減
少
す
る
中
、
同
市
に
本
店
が

あ
る
地
方
銀
行
で
あ
る
北
越
銀
行
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
産
学
官
に
金
融
機
関
が
加
わ

っ
た
「
産
学
金
官
」
と
い
う
新
し
い
枠
組
み
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
さ
ら

に
、
若
年
層
に
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
未
来
の
産

業
界
を
担
う
若
年
層
の
モ
ノ
づ
く
り
離
れ
を
回
避
す
る
。
産
業
振
興
を
積
極
化
す
る
長
岡
市
や
長
岡
商
工
会
議

所
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

「
産
学
金
官
」
で
産
業
振
興
若
年
層
に
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
訴
え

「地域密着型包括連携協定」を結んだ森民
夫長岡市長（左）と荒城哲北越銀行頭取

長岡市の産業
　
長
岡
市
は
日
本
の
ほ
ぼ
南
北
中
央
部
に
位
置
す

る
日
本
海
側
随
一
の
工
業
都
市
だ
。
人
口
は
約

万
人
で
県
内
で
は
新
潟
市
の
約

万
人
に
次
い
で

２
番
目
に
多
い
。
救
援
の
た
め
に
届
け
ら
れ
た
米

を
学
校
設
立
の
資
金
と
し
て
使
っ
た
、
モ
ノ
づ
く

り
は
人
づ
く
り
か
ら
と
い
う
「
米
百
俵
の
精
神
」

は
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
明
治
中
期
の
東
山
油
田
開
発
に
伴
う
石
油
掘
削

機
械
に
始
ま
る
機
械
産
業
で
培
わ
れ
た
高
い
技
術

力
が
特
徴
だ
。
３
大
学
１
高
専
で
育
成
さ
れ
る
優

秀
な
人
材
や
、
産
学
官
連
携
の
積
極
的
な
推
進
、

東
京
ま
で
上
越
新
幹
線
で
約

分
、
関
越
自
動
車

道
で
約
２
時
間

分
と
い
う
恵
ま
れ
た
交
通
ア
ク

セ
ス
も
無
視
で
き
な
い
。

　
現
在
は
鉄
鋼
や
鋳
物
な
ど
の
基
盤
技
術
を
持
つ

企
業
に
加
え
、
電
子
部
品
・
精
密
機
械
関
連
企
業

が
集
積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
で
高
度
な

技
術
を
生
か
し
、
少
量
多
品
種
の
部
品
生
産
か
ら

大
型
製
造
装
置
ま
で
の
一
貫
生
産
に
対
応
で
き
る

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
、
そ
れ
が
長
岡
市
だ
。
さ

ら
に
、
産
業
界
と
商
工
会
議
所
、
行
政
が
一
体
と

な
り
、
企
業
や
業
種
の
枠
組
み
を
超
え
た
「
地
域

共
同
受
注
体
制
」
を
整
え
て
い
る
。

　
従
業
者
が
４
人
以
上
の
事
業
所
数
が
８
２
３
事

業
所

県
内
で
占
め
る
割
合

・
５
％

、
従
業

員
数
が
２
万
５
３
８
１
人

同

・
９
％

、
製

品
出
荷
額
が
５
７
８
６
億
円

同

・
３
％

、

付
加
価
値
額
が
２
３
３
２
億
円

同

・
６

％

。
調
査
基
準
日
は
い
ず
れ
も

年
２
月
１

日
。

「豪技！長岡ものづくりフェア」開催
は 未来を担う小・中学生らにモノづ
くりに興味を持ってもらうのが狙い

ものづくりが集積する長岡市
（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 　　

今
年
も
「
新
潟
県
中
越
大
震

災
復
興
祈
願
花
火
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た

北
越
銀
行
と
連
携

　
長
岡
市
と
北
越
銀
行
は
人

口
減
少
対
策
を
推
進
す
る
た

め
「
地
域
密
着
型
包
括
連
携

協
定
」

地
域
活
力
応
援
プ

ラ
ン

を

月

日
に
結
ん

だ
。
地
域
経
済
の
活
性
化
と

若
者
の
定
住
促
進
、
地
域
づ

く
り
支
援
の
三
つ
が
柱
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
市
と

同
行
に
よ
る
市
政
全
般
の
包

括
的
な
協
定
で
あ
り
、
県
内

で
初
に
な
る
と
い
う
。

　
中
越
地
震
か
ら
復
興

年

目
の
節
目
の
年
に
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
地
域
経
済
の
規

模
縮
小
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
同
行
が
同
市
に
協
働

し
た
い
と
の
申
し
入
れ
を
し

た
の
が
始
ま
り
と
な
る
。
同

市
も
人
口
減
少
対
策
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
産
学
官
だ
け
で
は
な

く
、
今
後

産
学
金
官

の

連
携
が
重
要
に
な
る
と
判
断

し
、
同
市
と
同
行
が
協
定
を

締
結
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
同
市
と
同
行

は
地
域
の
産
業
界
を
支
援
す

る
た
め
、
産
学
金
官
に
よ
る

国
の
補
助
金
活
用
や
６
次
産

業
化
な
ど
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
若
者
の
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
に
取
り
組
む
企
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
と
Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支

え
る
た
め
、
文
化
や
祭
り
な

ど
支
援
し
て
い
く
。

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア

　
一
方
、
同
市
や
長
岡
商
工

会
議
所
な
ど
は
中
越
地
震

周
年
事
業
と
し
て
「
豪
技
！

長
岡
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

を

月
８
、
９
の
両
日
に
ア

オ
ー
レ
長
岡
で
開
い
た
。
同

市
で
生
ま
れ
た
高
度
な
技
術

や
製
品
に
触
れ
た
り
、
匠
の

技
・
モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
体
験
し
た
り
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
が
好
評
だ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
ハ
ン
ダ
ご
て

を
使
っ
た
ラ
ジ
オ
づ
く
り

や
、
表
面
処
理
技
術
を
使
っ

た
マ
イ
コ
ッ
プ
づ
く
り
、
ア

ル
ミ
板
を
曲
げ
て
の
ヒ
ト
型

ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

の
企
業
と

団
体
が
出
展
し
た
。
約
１
万

８
０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ

っ
た
。

　
同
市
に
は
高
度
な
技
術
を

持
つ
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
集
積
し
て
い

る
。
だ
が
、
企
業
で
最
終
製

品
を
供
給
す
る
メ
ー
カ
ー
が

少
な
く
、
企
業
の
顔
が
見

え
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
こ
れ
を
解
決
し
、
小
・

中
学
生
を
中
心
と
す
る
若
年

層
に
モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
の
が
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
狙
い
だ
。

産
業
界
に
モ
ノ
づ
く
り
に
興

味
が
あ
る
人
材
を
送
り
込

み
、
競
争
力
を
強
化
す
る
た

め
の
種
ま
き
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

大
き
な
成
長
軌
道

　
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
の

復
興
を
起
源
と
し
た
「
長
岡

ま
つ
り
」
で
は
、
今
年
も

「
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興

祈
願
花
火
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
復
興

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
、

大
き
な
成
長
軌
道
を
描
く
た

め
に
は
、
今
後
、
産
学
金
官

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

や
、
産
業
界
の
将
来
を
意
識

し
た
取
り
組
み
な
ど
に
期
待

さ
れ
る
。

協
力
・
写
真
提
供
：
長
岡
市

協
力
：
長
岡
商
工
会
議
所
　

制
作
：
日
刊
工
業
新
聞
新
潟

支
局


